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高圧ガスボンベ管理のためのWebツールの開発
第2技術室田畑 功
1 はじめに
高圧ガスボンベ消費事業所には、ボンベ受払状況の把握、高圧ガスの貯蔵・消費に係る技術基準の遵守、
災害防止、盗難、 紛失防止等が求められている。本学でも多くの高圧ガスボンベが使用されているが、学内
のボンベ数量や設置場所を一元的に把握・管理することが課題となっている。そこで本研修では、高圧ガス
ボンベをインターネットを介して一元管理するための Webツール (高圧ガスボンベ管理システム)を開発
した。
2高圧ガスボンベ管理システム
2. 1開発環境
Webサーバソフトとしてapache2.0を、スクリプト言語としてphp4.4.7を、データベース管理システ
ムとしてMySQL3.23.49を使用し、 PHPエデ、イタ上で開発を行った。デバックツー ノレとしてはVS.Phpfor
Visual Studio 2005を使用した。PEARクラスライブラリからは、 Auth、HTML_QuickForm、Smarty、
DB、Pager、(MB)FPDFを使用した。
2.2機能要件
高圧力、スボンベの使用においては、高圧ガス保安法で定められた貯蔵・消費の技術基準の遵守、災害・盗
難・紛失の防止と関係機関への通報に加え、建物毎に 300Nm3を超えないよう数量管理を行う必要がある。
また、高圧ガスの受払や消費が研究室単位で行われていることを踏まえ、ボンベ管理の要件として、①ボン
ベ受払記録を残せること、 ②研究室単位で受払やボンベ管理ができること、 ③返却期限切れの把握が容易で
あること、 ④ボンベ教育に必要な情報が得ら
れること、 ⑤建物毎に貯蔵量が300Nm3を超
えていなし、かを管理できること、 ⑥事業者が
ボンベの設置場所・種別・数量等を把握でき
ることを挙げ、これを基に開発を行った。
2.2システムの概要
受払担当者は、最初に 「ユーザ、登録jを行
い、管理システムにログインしてボンベ管理
を行う。なお、ログイン前のベージには、ボ
ンベの安全な取り扱いに関する情報を得るた
めの「ボンベ教育」のページを用意しtco
ボンベ登録画面を図11こ示す。登録補助機
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図1 ボンベ登録画面
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能として、設置場所のデフォルトを指
定するための 「部屋初期値指定J、ガス
名称プルダウンメニューに表示させる
内容を指定するための「使用ガス選択J、
記号・番号・充填容量・最高充填圧力・
容器返却期限・容器製造年月日・耐圧
試験実施最終年月日が、ボンベにどの
ように表示・刻印されているかを示す
「入力ヘルプjの各機能を設けた。
現有ボンベリスト表示画面を図 2
に示す。ボンベに消費用配管を連結し
ない場合や、返却期限・耐圧試験期限
切れの場合は、注意を促すため背景がピン
ク色となる。ボンベ交換明屋却などもこの
画面の上部のボタンで選択できる。
この管理システムでは、研究室毎に高圧
ガスの貯蔵量を集計することができる(図
3)だけでなく、同じ建物に設置された全
てのボンベの合計量も表示することで、建
物毎に貯蔵できる上限量300Nm3を超えな
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図2 現有ボンベリスト表示画面
いための取り組みを可能にした。
更に、各研究室のボンベ受払担当者により入
力されたデータを元に、学内のボンベを一括管
理するための機能も有している。学内の高圧ガ
ス貯蔵量を建物毎に集計するだけでなく、ボン
ベの設置場所を具体的に図示する機能も備えて
いる(図4)。フロアごとに、高圧ボンベが設置
されている部屋や数量を一目で把握できるため、
火災発生時の消防への情報提供や巡回パトロー
ノレでの利用等が考えられる。
現在量集計結果
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各建物の合計(分母〉が300m3未J苗に臼るよう、ボンベ数量白l臓にご協力下さい。
図3 高圧ガス貯蔵現在量集計結果
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図4 ボンベ設置場所平面図描画伊j
3 さいごに
昨年の日常耐妻で修得した Webアプリケーション作成技術を応用し、学内のボンベを一括管理するため
の Webツー ノレを開発した。ボンベユーザが安全にボンベを取り扱うために必要な情報提供から、研究室毎
のボンベ受払簿の作成、学内ボンベの数量・設置場所の一括管理に至るまで、必要な機能を全て盛り込んだ
つもりである。事業者は、高圧ガスボンベの保安管理主滋裁を整備し、この管理システム等を利用した日常管
理を徹底することで、高圧ガスボンベ消費事業所としての責務を果たすと共に、ボンベユーザ自身の事故防
止に対する意識向上にもつながる。また、きわめて煩雑な管理業務の大部分をシステムが請け負うため、僅
かな人力で精度の高い管理を実現できるのも大きなメリットである。
